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第４回 放射線管理分科会 議事録 

 

１． 日  時 平成１５年３月２０日（木）１３：３０～１６：４５ 

 

２．場  所 日本電気協会 ４階 Ａ，Ｂ 会議室 

 

３．出席者 （敬称略） 

出 席 委 員：濱田分科会長（日本アイソトープ協会），沼宮内副分科会長（放射線計

測協会），山川幹事（日本原子力発電），原田（日本原子力研究所），石

田（核燃料サイクル開発機構），宮井（電源開発），松林（日立），柳井 

（アロカ），仲神（中部電力），菅井（東京電力），竹内（千代田テクノ

ル），津留（九州電力），上田（北陸電力），斎藤（東北電力） 

代理出席委員：川島（東芝 飯塚委員代理），北川（三菱重工 征矢委員代理），青山

（富士電機 田代委員代理） ，野依（関西電力 西村委員代理），熊谷

（中国電力 高上委員代理），樫本（四国電力 志賀松委員代理），山田（北 

 海道電力 泉委員代理） 

欠 席 委 員：鈴木（産業技術総合研究所） 

常時参加者：谷口（日本原電） 

事 務 局：上山（日本電気協会） 

オブザーバ：實重（遮へい設計指針検討会委員），伊藤（放射線モニタリング指針検 

討会委員） 

 

４．配付資料 

   資料 No.4-1 第３回 放射線管理分科会議事録（案） 
資料 No.4-2  第７回 原子力規格委員会議事録 
資料 No.4-3  第８回 原子力規格委員会議事録（案） 
資料 No.4-4  原子力規格委員会 放射線管理分科会 委員名簿（案） 
資料 No.4-5  原子力規格委員会 放射線管理検討会 委員名簿（案） 
資料 No.4-6  原子力発電所放射線ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ指針改定案（公衆審査意見の対応） 
資料 No.4-7  原子力発電所放射線ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ指針改定案（本文） 
資料 No.4-8 原子力発電所個人線量ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ指針改定案（公衆審査意見の対応） 
資料 No.4-9 原子力発電所個人線量ﾓﾆﾀﾘﾝｸ゙ 指針改定案（本文） 
資料 No.4-10 原子力発電所放射線遮へい設計指針制定案（公衆審査意見の対応） 
資料 No.4-11 原子力発電所放射線遮へい設計指針制定案（本文） 
資料 No.4-12 放射線管理分科会 規格改廃要否検討結果（案）及び平成１４年度活動

実績・平成１５年度活動計画（案） 
 

参考資料-(1) 原子力発電所放射線ﾓﾆﾀﾘﾝｸ゙ 指針改定案の書面投票結果とｺﾒﾝﾄ対応 
参考資料-(2) 原子力発電所個人線量ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ指針改定案の書面投票結果とｺﾒﾝﾄ対応 
参考資料-(3) 原子力発電所放射線遮へい設計指針制定案の書面投票結果とｺﾒﾝﾄ対応 
参考資料-(4) 原子力規格委員会 分科会規約（検討会公開伴う改正） 
参考資料-(5) 原子力規格委員会 規約に基づいた規格の制定に関する検討依頼文 
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５．議事 

（１）会議定足数の確認・第４回分科会開催主旨説明 

・事務局より，委員総数２２名に対し本日の委員出席者（代理委員含む）数２１名で，

会議開催条件（分科会規約第１０条）「委員総数の２／３（１５名以上）の出席」

を満たしていることの報告があった。 

 

（２）第４回分科会開催主旨説明 

・濱田分科会長より，放射線関連３指針の公衆審査意見に対する回答案審議を主目的

とした分科会開催の主旨説明があった。 

 
（３）前回(第４回 放射線管理分科会)議事録案の確認(事務局) 

資料No.4-1 に基づき，事務局より前回議事録（案）の紹介があり，特にコメントな

く了承された。 

 

（４）原子力規格委員会活動状況の報告 

  ・資料 No.4-2,（第７回原子力規格委員会議事録），No.4-3（第８回原子力規格委員会

議事録案）に基づき，事務局より前回分科会開催以降の原子力規格委員会活動内容

について，以下のとおり紹介があった。 

 ａ．JEAG4606 原子力発電所放射線ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ指針改定案の審議内容について 

   JEAG4610 原子力発電所個人線量ﾓﾆﾀﾘﾝｸ゙ 指針改定案の審議内容について 

   JEAG4615 原子力発電所放射線遮へい設計指針制定案の審議内容について 

  （第７回原子力規格委員会 書面投票の承認済） 

 ｂ．委員表彰制度の提案について 

（第９回原子力規格委員会 審議予定） 

 ｃ．分科会の英語名称について 

（第７回原子力規格委員会 承認済） 

 ｄ．JEAG4606 原子力発電所放射線ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ指針改定案の書面投票結果について 

      JEAG4610 原子力発電所個人線量ﾓﾆﾀﾘﾝｸ゙ 指針改定案の書面投票結果について 

      JEAG4615 原子力発電所放射線遮へい設計指針制定案の書面投票結果について 

  （第８回原子力規格委員会 公衆審査の承認済） 

 ｅ．規約に基づいた既存の規格制定について 

（第８回原子力規格委員会 承認済） 

 ｆ．各指針における JEAG4101「品質保証指針」に関する記載について 

（第８回原子力規格委員会 承認済） 

 ｇ．分科会における規格案審議の採決方法について 

（第９回原子力規格委員会 審議予定） 
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（５）分科会委員の変更案紹介 
・ 資料 No.4-4 に基づき，事務局より前任委員からの推薦を得た新任候補及び任期満

了委員の再任・退任の紹介があり，今後の委員手続予定（規格委員会の承認・委嘱）

が報告された。 
ａ．【委員の退任及び新任】 

① 富士電機：田代 尚   →  青山 敬 
②四国電力：志賀松 邦敏 →  樫本 康之 
③関西電力：西村 健   →  野依 哲生 
④アロカ株：柳井 俊男  → 立石 直樹 
⑤日本原電：山川 英昭  → 谷口 和史 

  ｂ．【委員の再任】 
    濱田会長，沼宮内副会長，飯塚委員，征矢委員，松林委員，泉委員，高上委員 

竹内委員，石田委員，鈴木委員，原田委員 
    
（６）検討会公開に伴う，検討会の「設置」及び「委員」の審議 

・資料No.4-5 に基づき，検討会の「設置」及び「委員」の審議が行われ，全員の賛成

で承認された。 

 

（７）公衆審査意見に対する回答案（原子力発電所放射線ﾓﾆﾀﾘﾝｸ゙ 指針改定案）の審議 
資料No.4-6,4-7 に基づき，仲神委員より公衆審査意見に対する回答案（原子力発電

所放射線ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ指針改定案）について説明がなされた。                 
 
審議の結果，回答案の方針は原案どおりとするが，一部の語句・記述の訂正等を行

う条件で原子力規格委員会へ上程することが承認された。 
【挙手による決議結果：出席委員全員の賛成承認】 

  
  （指摘事項）一部の語句・記述の訂正個所 
 
 ａ．回答案 項目No.1 

 回答前文に「本指針は，基本的に規定事項のみを記載している」旨を追加する。 
・波線（下線）部を追加 

 
 
 
 
 
 
 
 

本指針は，基本的に規定事項のみを記載すべきと考えます。  
事故につきましては，１例として以下を解説－２に追記します。 
 
“例えば，BWR において，原子炉冷却材喪失については，放射性物質の放出量把握

のために非常用ガス処理系排気筒モニタを設け，放射能障壁の健全性把握のために格

納容器エリア放射線量率モニタを設けている。 
また，PWR において，原子炉冷却材喪失については，放射性物質の放出量把握のた

めに排気筒モニタを設け，放射能障壁の健全性把握のために格納容器エリア放射線量

率モニタを設けている。” 
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 ｂ．回答案 項目No.８ 
   回答文面について，丁寧な表現とする。 
  ・波線（下線）部を修正 
 
 
 
 
  
ｃ．回答案 項目No.10 
  回答文面について，誤解を招くおそれがあるため，一部を削除する。 

  ・一部削除（抹消線） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以下の理由により原案記載の表現で，ご了承願います。 
民間自主規格であり，事業者自らが判断して運用に資するという主旨より，現行通
りの表現が適切と考える。→ 考えます。 

以下の理由により原案記載の表現で，ご了承願います。 

 

本指針では，放射線計測設備に対し，(1)指示・記録した上で，(2)警報表示する要

求を行っています。 

具体的には，通常時より，運転員が指示・記録の監視を行い，「放射性物質の異常

な上昇およびモニタの機能喪失がある」場合は，運転員への警報による注意喚起が行

われ，適切な処置が施される事になっています。 

この警報レベルの設定に対しては，「制限値のある場合は，その制限値を適用する

事」が可能となりますが，「制限値の無い場合」は，「バックグラウンド変動の影響

を受け難く，かつ確実に警報を発する事」が必要になります。 

例えば，発電プラントでは通常時の計測値が低い(5CPS,時定数 10 秒程度)箇所で，

警報を 10 倍(50CPS)とする場合，3σの信頼度（1000 回の揺らぎで13 回の語警報と判

断する）の弁別では，BG の変動上限(50＋3×√50)/10=7.1CPS に対し，警報レベルで

の変動下限が(500－3×√500）/10=43.3cps となり，BG の変動と警報レベルでの変動

との間に有意な差があり，確実な警報発生が可能です。 

これに対し，警報が 3 倍(15CPS)時の 3σでは，BG の変動上限 7.1CPS に対し，警報

レベルでの変動下限が 11.3CPS となり，BG の変動と警報レベルでの変動との間が僅か

になります。 

  なお，「測定指針」では，このσの要因に，上記の統計変動に加えて，季節変動，

プラント運転状態の変動も考慮するようにしておりますので，このような変動要因も

考慮した警報レベルを設定する 

事が必要になります。 
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ｄ．回答案 項目No.11 
   回答文面について，適切な表現（正しい用語）とする。 
  ・修正前（下線部参照）          ・修正後（下線部参照） 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（８）公衆審査意見に対する回答案（原子力発電所個人線量ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ指針改定案）の審議 

資料No.4-8,4-9 に基づき，谷口氏（常時参加者）より公衆審査意見に対する回答案 
（原子力発電所個人線量ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ指針改定案）について説明がなされた。 
 

審議の結果，回答案の方針は原案どおりとするが，一部の語句・記述の訂正等を行

う条件で原子力規格委員会へ上程することが承認された。 
【挙手による決議結果：出席委員全員の賛成承認】 

       
  （指摘事項）一部の語句・記述の訂正個所 
  
 ａ．回答案 項目No.２ 
   回答文面について，「具体例」という語句を追加する。 
  ・波線（下線）部を追加 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

拝承 
記載を次のように見直します。 
 
変更前：測定下限値は，測定箇所又は計 
   測器のバックグラウンドにより 

 定められるため，測定に当たっ 
ては，これを考慮した計測方法 
を選定する。 

変更後：サンプリング測定では，管理区域 
内の空気中の放射性物質濃度限 
度，表面の放射性物質密度限度等 
が十分に確認できる計測方法を 
選定する。 

拝承 
記載を次のように見直します。 
 
変更前：測定下限値は，測定箇所又は計 

   測器のバックグラウンドにより 
 定められるため，測定に当たっ 
ては，これを考慮した計測方法 
を選定する。 

変更後：サンプリング測定では，法令に  
定める空気中の放射性物質濃度 
及び表面の放射性物質密度に係 
る限度値等を十分に確認できる 
計測方法を選定する。 

 

本指針は，規定すべき事項のみを記載することとしており，実効線量の評価方法の具体例

については，『被ばく線量の測定・評価マニュアル ２０００』（原子力安全技術センター

編）に計算例を含め詳しい記載がありますので，参照していただきたくご了承ください。 
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（９）公衆審査意見に対する回答案（原子力発電所放射線遮へい設計指針制定案）の審議 
資料No.4-10,4-11 に基づき，實重氏（放射線遮へい設計指針検討会委員）より公衆

審査意見に対する回答案（原子力発電所放射線遮へい設計指針制定案）について説 
明がなされた。 
審議の結果，回答案の方針は原案どおりとするが，一部の語句・記述の訂正等を行

う条件で原子力規格委員会へ上程することが承認された。 
【挙手による決議結果：出席委員全員の賛成承認】 

 
（指摘事項）一部の語句・記述の訂正個所 

  
 ａ．回答案 項目No.７ 

回答文面について，適切な表現とする。 
  ・修正前（下線部参照）          ・修正後（下線部参照） 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ｂ．回答案 項目No.11 
  回答文面について，不必要な説明個所を削除する。 

  ・一部削除（抹消線） 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
  

本指針は，目的に記載のように，「遮へい設 

計の概要，遮へい設計基準線量率及びその考 

え方」としてまとめたものであり，したがっ 

て，実効線量への換算については「実効線量 

評価のための光子・中性子・ベータ線制動輻 

射線に対する遮へい計算定数」，坂本幸夫他 

JAERI-Data/Code 2000-044(2001 年 1 月)が 

公開されており，これを参照して頂くか，実 

効線量を計算できるコードを使用して頂く

ことでご了承ください。 

本指針は，目的に記載のように，「遮へい設 

計の概要，遮へい設計基準線量率及びその考 

え方」としてまとめたものであり，計算の詳 

細については記載しておりません。 

なお，ご指摘の通り照射線量から実効線量へ 

の換算は必要であり，それについては，「実 

効線量評価のための光子・中性子・ベータ線 

制動輻射線に対する遮へい計算定数」，坂本 

幸夫他 JAERI-Data/Code 2000-044(2001 年 1 

月)が公開されており，広く認知されている 

ものと考えます。 

 

ご指摘のとおり，散乱面からの散乱放射線が問題となる場合があります。このため，「高線量

機器室の出入口は，一般通路等の低線量率区域から線源を直接見込めないようにし，壁から

の散乱放射線を防止するための迷路等を設ける。」と記載しております。 
なお，ガンマ線は散乱により線量率が約２ケタ減衰するため，迷路を設けることにより，十

分低線量率に減衰することが可能です。 
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（10）放射線管理分科会 規格改廃要否検討結果案および 14 年度活動実績･15 年度活動計 
画（案）の審議 

・資料No.4-12 に基づき，仲神委員より「原子力発電所放射線モニタリング指針」に 
ついて，谷口氏（常時参加者：個人線量モニタリング指針検討会幹事）より「原子 
力発電所個人線量モニタリング指針」について，實重氏（放射線遮へい設計指針検 
討会委員）より「原子力発電所放射線遮へい設計指針」について，各指針検討会に 
おける規格改廃要否検討結果案及び 14 年度活動実績･15 年度活動計画（案）」説明 
がなされた。 

   

   １５年度活動計画（案）に関して以下の議論があった。 

平成１５年３月末に３指針（制定・改定）の成案が予想されるが，１５年度計画案

について「活動予定なし」とするより，関連法令・社会情勢・新技術等の動向を踏

まえながら改定の調査・検討を行うとすべきである。 
 

議論の結果，放射線管理分科会の 15 年度活動計画案は，３指針共通して「改定要否 
について調査する」と記述の訂正等を行う条件で，原子力規格委員会へ上程するこ

とが承認された。 

               【挙手による決議結果：出席委員全員の賛成承認】 

 

 

（11）その他 

次回の分科会開催は，３月２６日開催予定の原子力規格委員会での審議結果を踏ま

えて，必要に応じ開催する予定。 

 

  以  上 


